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◆◆◆◆     はじめにはじめにはじめにはじめに 

今回から GSLetterNeo Vol.100GSLetterNeo Vol.100GSLetterNeo Vol.100GSLetterNeo Vol.100、、、、102102102102、、、、103103103103 で紹介し

た年表の表示処理を解説します。 
 

開発している年表表示プログラムを orcaorcaorcaorca といいます。

orcaorcaorcaorca の年表の表示方法では、出来事が時間順に並

ぶタイムライン群を、同時刻の出来事の位置が揃うよう

に並べて提示します。1 

 

図図図図    1111    GSLetterNeo Vol.100 GSLetterNeo Vol.100 GSLetterNeo Vol.100 GSLetterNeo Vol.100 よりよりよりより    

                                                     
1 GSLetterNeo Vol.100 をご参照ください。 

出来事には、ルーラーやタイムセパレーターやグラ

フなど付加的なデータをつけられるようになっていま

す。2 

 

図図図図    2222    GSLetterNeo Vol.103GSLetterNeo Vol.103GSLetterNeo Vol.103GSLetterNeo Vol.103    よりよりよりより    

付加的なデータの記述付加的なデータの記述付加的なデータの記述付加的なデータの記述    

JavaScript で記述したプログラムで、Web ブラウザ上

で動きます。 
 

orcaorcaorcaorca の表示処理は、大きく分けると、 
 

• 年表データファイルを読み込む処理 

• HTMLDOM要素の生成 

• 出来事群の大きさの取得処理 

• 出来事の高さを時刻ごとに揃える処理 

• 付加的なデータの配置処理 
 

の 5 つを、順に実行します。 

                                                     
2 GSLetterNeo Vol.102, 103 をご参照ください。 



 

タイムラインが縦方向の年表を例にして 5 つの処理

を解説します。 

タイムラインが縦方向の年表の具体例としては、

GSLetteGSLetteGSLetteGSLetterrrrWebWebWebWeb 年表年表年表年表があります。 

 

図図図図    3333    GSLetterNeoWeb GSLetterNeoWeb GSLetterNeoWeb GSLetterNeoWeb 年表年表年表年表    

(https://www.sra.co.jp/ktl/gsletterneo/#chronicle) 

 

◆◆◆◆     年表データファイルを読み込む処理年表データファイルを読み込む処理年表データファイルを読み込む処理年表データファイルを読み込む処理 

orcaorcaorcaorca は、MC 形式の年表データファイルをパーズし

て、タイムライン群、ルーラー群、タイムセパレーター

群、グラフ群、スポーンデータの 5 種類のデータを得

ます。 

タイムライン群は、年表データファイルに書かれて

いる順に Timeline 配列に読み込みます。 

各 Timeline には、同じ時刻ごとに出来事をまとめた

Times データが時間順に入ります。 

出来事は、時刻と内容（テキストや画像）を持つ

Event データです。 
 

タイムライン内に記述できるヘッダー以外の全ての

データに、時刻あるいは時間範囲がついています。 

タイムライン内のヘッダーは直後に記述されている

出来事の一部として扱っています。 

◆◆◆◆    HTMLDOM要素の生成要素の生成要素の生成要素の生成 

まず、全 Times データから時刻を収集し、年表の中

に存在する時刻のリストを作成します。 

全 Timeline の DOM 要素を生成し、年表を表示

する DOM 要素に Timeline の DOM 要素を登録

します。 

時刻リスト順に、時刻に該当する Times の DOM 

要素を生成し、Timeline の DOM 要素の子ノードに

追加 します。 

時刻に該当する Times データが無い時は、空の 

Times を 表す DOM 要素を生成して、Timeline の 

DOM 要素の子ノードに追加します。 

Times の DOM 要素には、Times に含まれる Event

群の DOM 要素を生成して、子ノードに追加します。 

これでタイムラインごとに、時間順に、時刻ごとにま

とまった出来事の構造が生成されます。 

Web ブラウザには DOM ツリーを見るツールがあり

ます。Mac の Safari の Web Inspector の Elements、

Google Chrome の Developer Tools の Elements、 

Mozilla Firefox の Developer Tools の Inspector で

す。 

これらのツールで開いて見てみると、最終的に出来

上がる年表の DOM ツリーが見てとれます（図 4）。 

 

図図図図    4444    DOMDOMDOMDOMツリーをブラウザで表示ツリーをブラウザで表示ツリーをブラウザで表示ツリーをブラウザで表示    
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図図図図    5555    TimelineTimelineTimelineTimelineのツリー構造のツリー構造のツリー構造のツリー構造    

 

図図図図    6666    TimeliTimeliTimeliTimelineneneneのツリー構造のツリー構造のツリー構造のツリー構造    

（図（図（図（図 5555の選択部分を拡大）の選択部分を拡大）の選択部分を拡大）の選択部分を拡大）    

図 4 の「GSLetterNeo の歴史」と「関連語を含む記

事」が Timeline です。 

図 5、図 6 は、「GSLetterNeo の歴史」 Timeline に

たくさん並んでいる Times のうちの 1 個目の Times 

の中の 1 個目の Event を選択している様子です。 

◆◆◆◆  次の次の次の次の処理処理処理処理 

orcaorcaorcaorca の表示処理の最初の 2 つの手順を紹介しまし

た。続く 3 つの処理は、次号で紹介します。 

関連記事を掲載している GSLetterNeo Vol.100、

Vol.102、Vol.103 ならびに文中に URL を記した

GSLetterNewWeb 年表も合わせてご覧いただければ

幸いです。 


